
登録者(課長)名【1】 高齢者支援課長　鈴木　利枝子

施策評価シート
高齢者支援課(生活福祉課)

【一次評価】主管課(関係課)【2】
【施策の概要】

検
証
項
目

施策成果の目標達成状況
□まだ未達成 ■ほぼ達成 □目標を大きく上回る

【14】施策名【3】 分野【4】 まちづくりの方向性【5】 施策の
成果と課題 意識調査での満足度

□平均を下回る ■ほぼ平均 □平均を上回る笑1-2 高齢者福祉の充実 安心して暮らすために 笑顔で暮らすまちづくり 【15】
施策実現へむけた施策全体の課題【6】 施策の目標【8】 ◇地域で高齢者を支えるしくみづくりについては、「ささえあいネットワーク事業」として、一人暮らし高齢者及
キーワード【7】 び高齢者世帯などが、地域の中で互いに支えあいながら安心して生活ができるように、見守りを必要とする高齢者

高齢者が、安心して暮らせるためには、高齢者福祉サービスや介護サービスの充実 ・介護予防の意識普及高齢者が住み慣れた地 の実態を把握し、市内の社会資源を活用しネットワークづくりを行いました。「外からのさりげない見守り」では
を図る必要があります。 啓発の促進 域で安心して健やかに 、新聞販売所、郵便局、商店街、タクシー会社など63団体、約640人が登録して緊急事態の発見にも寄与してきま
　さらに、高齢者自らが行う健康づくりへの支援など、介護予防についての取組を ・高齢者福祉サービスいきいきと暮らせるま 施策の成果と課題した。また、「より積極的な見守り」として訪問協力員事業に拡大し、高齢者の孤独感の解消や相談機能も充実し
進める必要があります。 、介護サービスの充実ちをめざします。 (取組成果や目標 ました。本事業の協力員、協力団体や訪問協力員の数は順調に増加し、地域で見守る輪は広がりつつありますが、
　こうした取組を通じて、高齢者がいきいきと安心して暮らせるまちをめざします ・高齢者を地域で支え 見守りを必要とする側の申請件数が30件程度にとどまっているため、更なる周知が今後の課題となっています。達成に向けた課。 るしくみづくり ◇介護予防事業については、地域包括支援センターを中心に特定高齢者候補者への積極的な勧誘を行っている効果

題、成果向上・ により、制度の周知も進み、年々参加者が増加しています。介護予防事業の効果の測定は簡単にはいきませんが、
コスト削減策等) 介護予防事業の普及により、高齢者の健康への関心も高まり、事業に積極的に参加する人も増え、介護給付の抑制

概要 に今後はつながっていくものと考えます。【16】
◇地域包括支援センターについては、市内４圏域に8ヶ所整備し、地域での相談体制の充実を図ってきました。こ
れは近隣市と比較しても高い配置水準です。年間の相談件数も、20,000件を越え、地域包括支援センターは地域の
高齢者の生活に欠かせない存在になっています。

留意すべき点(都などの制度の変化・その他制約条件・社会環境の変化)【9】

検
証
項
目

施策の重要性の変化◇障害者自立支援法の制定や、長寿医療制度の創設、国民健康保険制度の改正など、地域で安心して暮らしていくための福祉サ □弱くなっている □以前と同程度 ■強くなっている
ービスのあり方や社会保障制度が大きく変化しています。このような状況の中、西東京市の高齢者人口は平成 22年 4月 1日現 【17】

今後の方針在で 39,752人、高齢化率 20.4％と上昇傾向にあり、その中でも高齢者単身世帯、高齢者夫婦世帯共に確実に増加しています。 意識調査での重要度
□平均を下回る □ほぼ平均 ■平均を上回る

【18】

◇一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯が安心して生活できるように定期的な連絡体制など地域で高齢者を支える
事業群名【10】 事業群の施策上の位置づけ【11】 しくみやネットワークの充実を図っていくとともに、地域の住民の協力を得ながら地域での見守りの拠点整備を進

めます。また、ささえあいネットワーク事業の訪問協力員事業の周知や潜在的ニーズの掘り起こしを行うとともに

事
業
群

地域で高齢者を支えるしくみの構築
1 地域で高齢者を支えるしくみづくりを進めます 、地域包括支援センターを中心に行なっている圏域ごとの地域ケア会議を活用し、地域内での情報や課題の共有化

を図り、ネットワークの充実を目指します。今後の方針介護予防・介護保険などの介護サービスのさらなる充実
2 介護サービスのさらなる充実を進めます ◇介護サービスのさらなる充実策としては、介護予防の推進に力を入れ、介護のいらない自立した暮らしを続けて

(具体的な事業群 もらうために、個々の健康状態に見合った運動や栄養指導などの介護予防事業に取り組みます。また、要介護・要
や事務事業を示 支援になっても高齢者が可能なかぎり自立した生活を営むことができるよう、介護保険制度に基づく幅広いサービ

スを提供していきます。さらに、生活機能が低下している高齢者を早期に発見･把握するために生活機能評価を実しながら)
施しつつ、民生委員、老人福祉センター、ささえあいネットワークなどの地域のネットワークを活用し潜在的介護

【19】 予防対象者を把握していきます。
◇市内 8ヶ所の地域包括支援センターにおいては、地域の高齢者や家族の様々な相談に応じ、看護師、社会福祉士
、主任ケアマネジャーの3職種を活かし、介護予防ケアマネジメントやケアマネジャーのネットワークの構築、困
難事例への助言を行うとともに、高齢者の人権や財産を守る権利擁護と虐待防止事業の拠点として成年後見制度の
活用や虐待の早期発見につとめます。

【施策の成果】

総
合
評
価

施策内容の
■ 拡充 □ 現状維持 □ 絞込み

年度 19 20 21 22 23 24  方向性【20】
施策実施

指
標
１

名称 目標値 単位 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化「介護予防・サービスなどの高齢者福祉の充実」に対する市民満足度 25％ ％ コストの
 方向性【21】

説
明

算
出
式
・

実績値 17.9 17.9 17.9 18.6 施策実施今後も高齢者数の増加が見込まれる西東京市では、介護予防や自立支援を含めた幅
Ⅱ コストは現状を維持しながら、成果を向上すべき施策領域広い高齢者福祉への取組が重要です。市民意識調査で把握します。

  方針【22】
達成率 72% 72% 72% 74%

【一次評価後の事情変更等】

指
標
２

名称 目標値 単位ささえあいネットワークの協力員の数 500人 人 なし

説
明

算
出
式
・

実績値 360 475 642今後も高齢者数の増加が見込まれる西東京市では、高齢者が安心して生活するため
に、地域で高齢者をささえあい、見守るしくみづくりが必要です。

成
果
指
標

達成率 72% 95% 128% 0% 説明【23】

指
標
３

名称 目標値 単位ささえあいネットワークの訪問協力員の数 180人 人
【12】

説
明

算
出
式
・

実績値 97 95 140今後も高齢者数の増加が見込まれる西東京市では、高齢者が安心して生活するため
に、地域で高齢者をささえあい、見守るしくみづくりが必要です。

達成率 54% 53% 78% 0% 【行革本部評価】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

指
標
４

名称 目標値 単位地域包括支援センター相談・対応件数 16,000件 件  方向性【20】
施策実施

説
明

算
出
式
・

実績値 - 14717 22118今後も高齢者数の増加が見込まれる西東京市では、高齢者が住み慣れた地域に密着 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化コストの
したきめ細やかな高齢者支援サービスが必要です。  方向性【21】
本指標については、当初延べ対応件数としていましたが現在人数としての対応件数 　高齢者福祉の充実については、市内８箇所の地域包括支援センターによる相談体制を充実させてきたほか、地域

達成率 0% 92% 138% 0%の取扱いに変更したため目標値もあわせて変更いたしました。
で高齢者を支えるしくみづくりとして「ささえあいネットワーク事業」を推進しており、協力員・訪問協力員を順
調に増やしてきました。

達成率の平均値 50% 78% 104% 19% 　今後も引き続き高齢者の増加が見込まれ、また、市民意識調査における今後の重要度認識が相対的に高い水準に判断理由等
あることから、中長期的に施策の拡充を図っていく必要がありますが、引き続き「ささえあいネットワーク事業」

【市民意見】【13】 【24】 を推進することで効果が得られるものと考え、現状の計画ベースを維持することと判断しました。

平成19年度 平成22年度

満足度(％) 17.9% 満足度(％) 18.5% 満足度(％)
各年次の市民意識調査で、

満足度 満足度 満足度 施策ごとの「満足、やや満 施策実施-0.17 -0.17 Ⅴ コスト、成果ともに現状を維持すべき施策領域(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント) 足」「重要、やや重要」の   方針【22】
合計値として算出しています。重要度(％) 84.2% 重要度(％) 84.1% 重要度(％)

重要度 重要度 重要度1.43 1.46
(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント)
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Ａ

9】
 比較【30】

1 さ

事業の合計 268,

さ

804 244,195

え

24,609

あいネットワー

ク事業拠点施設の整備

（再掲）

生活福祉課 （笑１-１で再掲）

市内小学校区に1箇所の設置を目標とし、高齢者・障害者・児童等が地域の中で、支え

あい、ふれあえるまちづくりを推進する活動拠点の設置を目的としています。

ふれあいのまちづくり事業のほか、ささえあいネットワーク事業の活動拠点ともなって

います。

0 0 0 － － 地域で高齢者を支える拠点整備を図る

ことができます。

Ｂ

ささえあいネットワー

ク事業の実施

高齢者支援課 一人暮らし高齢者及び高齢者のみで構成されている世帯などが地域の中で互いに支え合

いながら安心して生活していかれるよう、高齢者が具合が悪くなったとき等の早期発見
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